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 八八ッッ場場ダダムムのの治治水水効効果果のの宣宣伝伝	
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イイ	
 	
 平平成成１１００年年９９月月洪洪水水のの計計算算はは利利根根川川のの治治水水計計画画作作成成時時のの計計算算手手法法をを使使

用用（（情情報報公公開開請請求求のの結結果果））	
 	
 

ウウ	
 	
 平平成成２２００年年６６月月６６日日のの政政府府答答弁弁書書でではは平平成成１１００年年９９月月洪洪水水のの計計算算のの存存

在在をを否否定定	
 	
 

エエ	
 	
 平平成成２２１１年年１１００月月１１４４日日のの群群馬馬県県議議会会ででのの質質疑疑でで「「正正式式ののデデーータタでではは

なないい」」とと八八ッッ場場ダダムム工工事事事事務務所所所所長長がが答答弁弁	
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オオ	
 	
 平平成成１１００年年９９月月洪洪水水のの計計算算をを否否定定すするるののはは計計算算結結果果がが実実際際値値とと大大ききくく

異異ななるるかかららででああるる。。

（（アア））観観測測流流量量かからら求求めめたた前前橋橋地地点点ででのの八八ッッ場場ダダムムのの効効果果

（（イイ））国国土土交交通通省省のの計計算算結結果果ととのの比比較較	
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 洪洪水水がが山山にに上上っったた現現場場のの状状況況
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 計計算算のの条条件件	
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 計計算算対対象象区区間間	
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直轄区間上流端
～渡良瀬川合流
前　(132.5km)

渡良瀬川合流後
(132.0km)～江戸
川分派前
(122.0km)

江戸川分派後
(122.0km)～下流
３調節池上
(100.0km)

下流３調節池下
(89.0km)～河口

S22.9.13 14,150 13,680 8,530 8,070 4,820

S23.9.14 13,580 14,070 8,850 8,360 5,000

S24.8.29 13,800 14,010 8,750 8,310 4,950

S33.9.16 12,050 12,920 8,000 8,100 4,520

S34.8.12 14,180 14,100 8,860 7,960 5,020

S57.7.31 13,700 14,070 8,950 7,970 5,020

S57.9.10 13,510 14,020 8,850 8,090 4,980

H10.9.14 12,850 13,660 8,430 8,540 4,720

※　８洪水の最大河道
流量

14,180 14,100 8,950 8,540 5,020

※※　河道目標流量 14,000 14,000 9,000 8,500 5,000

【図表1】八ッ場ダムがある場合
（委託調査報告書の「表2.2-2　河川整備計画相当案の区間最大流量」）

洪水

流量（m3/S）

利　根　川

江戸川
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直轄区間上流端
～渡良瀬川合流
前　(132.5km)

渡良瀬川合流後
(132.0km)～江戸
川分派前
(122.0km)

江戸川分派後
(122.0km)～下流
３調節池上(100.

Okm)

下流３調節池下
(89.0km)～河口

S22.9.13 14,260 13,740 8,590 8,110 4,810

S23.9.14 14,270 14,320 9,050 8,440 5,060

S24.8.29 15,310 14,500 9,030 8,410 5,070

S33.9.16 13,350 13,470 8,340 8,200 4,670

S34.8.12 15,810 14,620 9,230 8,100 5,180

S57.7.31 14,580 14,400 9,200 8,090 5,100

S57.9.10 14,760 14,470 9,160 8,220 5,110

H10.9.14 14,370 14,300 8,780 8,650 4,930

〔注〕この文言は委託調査報告書の上表の下に記載されている。

【図表2】　八ッ場ダムを含まない場合
（委託調査報告書の「表2.3-1　河道改修案区間の区間最大流量」）

洪水

流量（m3/S）

利　根　川

江戸川

これらの流量を満足するためには、河道堀削、引堤、かさ上げ、樹木伐採等により、河道内の水が流れる断

面積を拡大させる必要がある。〔注〕



170 
 

	
 	
 	
 	
 

直轄区間上流端
～渡良瀬川合流
前　(132.5km)

渡良瀬川合流後
(132.0km)～江戸
川分派前
(122.0km)

江戸川分派後
(122.0km)～下流
３調節池上(100.

Okm)

下流３調節池下
(89.0km)～河口

S22.9.13 110 60 60 40 -10

S23.9.14 690 250 200 80 60

S24.8.29 1,510 490 280 100 120

S33.9.16 1,300 550 340 100 150

S34.8.12 1,630 520 370 140 160

S57.7.31 880 330 250 120 80

S57.9.10 1,250 450 310 130 130

H10.9.14 1,520 640 350 110 210

８洪水の平均 1,111 411 270 103 113

【図表3】　　「八ッ場ダムがない場合」―「八ッ場ダムがある場合」

洪水

流量（m3/S）

利　根　川

江戸川
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直轄区間上流端
～渡良瀬川合流
前　(132.5km)

渡良瀬合流後
(132.0km)～江戸
川分派前
(122.0km)

江戸川分派後
(122.0km)～下流
３調節池上(100.

Okm)

下流３調節池下
(89.0km)～河口

S22.9.13 80 -360 -360 -430 -210

S23.9.14 90 220 100 -100 40

S24.8.29 1,130 400 80 -130 50

S33.9.16 -830 -630 -610 -340 -350

S34.8.12 1,630 520 280 -440 160

S57.7.31 400 300 250 -450 80

S57.9.10 580 370 210 -320 90

H10.9.14 190 200 -170 110 -90

８洪水の平均(マイ
ナスはゼロとする）

513 251 115 14 53

〔注〕マイナスは対応不足はなく、余裕を持って流れることを意味する。

【図表4】　「八ッ場ダムがない場合」―「八ッ場ダムがある場合の最大河道流量」

洪水

流量（m3/S）

利　根　川

江戸川
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【図表１】

 

【図表２】洪水調節便益計算による利根川・江戸川の年平均氾濫被害額（億円） 

 

 

 

想定する最⼤大流流
量量規模

1/5洪⽔水
まで想定

1/10洪⽔水
まで想定

1/30洪⽔水
まで想定

1/50洪⽔水
まで想定

1/100洪⽔水
まで想定

1/200洪⽔水
まで想定

⼋八ッ場ダムがない
場合 501 1,687 3,748 4,820 6,788 8,643

⼋八ッ場ダムがある
場合 431 1,508 3,242 4,131 5,693 7,300

【図表１】利根川・江戸川流域１２ブロックの想定破堤地点（甲Ｂ第169 号証） 
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【図表２】
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【図表３】国土交通省「水害統計」による利根川流域の水害被害額の推移 
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【図表４】

計画堤防断⾯面

現況堤防断⾯面

現況堤防⾼高 スライドダウン
堤防⾼高

【図表４】 スライドダウン堤防高の評価 
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【図表５】

【図表５】 破堤地点の無害流量の設定（甲Ｂ第 169 号証） 
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【図表６】 

 

図表６】 各ブロックでの破堤状況  
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  1/3   1/5     1/10     1/30 1/50 1/100 1/200

Ｈ 前橋付近〜～広瀬川合流流点 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇 〇

Ａ 広瀬川合流流点〜～渡良良瀬川合流流点 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇 〇

Ｂ 渡良良瀬川合流流点〜～⻤⿁鬼怒怒川合流流点 -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｃ ⻤⿁鬼怒怒川合流流点〜～⼩小⾙貝川合流流点 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇 〇

Ｄ1 ⼩小⾙貝川合流流点〜～常陸陸利利根川合流流点 -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｄ２ 常陸陸利利根川合流流点〜～利利根川河⼝口 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇 〇 〇

Ｉ 前橋付近〜～烏川合流流点右岸 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇 〇

Ｅ 烏川合流流点〜～江⼾戸川分派右岸 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇

Ｇ 利利根運河〜～利利根川河⼝口  右岸 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇 〇 〇 〇

Ｆ３ 江⼾戸川分派点〜～利利根運河合流流点 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇

Ｆ２ 利利根運河合流流点〜～14.5km  ⼭山付部 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇 〇

Ｆ１ 14.5km  ⼭山付部〜～江⼾戸川河⼝口 -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ -‐‑‒-‐‑‒ 〇

利利
根
川

左
岸

右
岸

江
⼾戸
川

左
岸

洪⽔水の規模と氾濫濫の有無
氾濫濫ブロック
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治治水水負負担担金金のの支支払払根根拠拠はは河河川川法法６６３３条条１１項項のの｢｢著著ししいい利利益益｣｣ででああるる



193 
 

２２	
 	
 東東京京都都にに対対ししてて強強制制徴徴収収はは不不能能ででああるる
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３３	
 	
 「「八八斗斗島島地地点点毎毎秒秒２２万万２２００００００㎥㎥」」計計画画相相当当性性のの主主張張
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重重大大なな不不合合理理ががああるる	
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３３	
 	
 「「八八斗斗島島地地点点毎毎秒秒２２万万２２００００００㎥㎥」」計計画画にに合合理理性性ははなないい 
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